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新
シ
ス
テ
ム
の
目
的
と

方
針
は

ま
だ
、
政
府
の
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
で
基
本
制

度
の
要
綱
が
出
さ
れ
た
段
階
で
す
が
、

目
的
は
、
出
産
・
子
育
て
・
就
労
の

希
望
が
か
な
う
よ
う
な
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
。
方
針
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
し
、
幼
稚

園
・
保
育
園
の
一
体
化
を
実
現
す
る

こ
と
で
す
。

実
施
時
期
は

平
成
23
年
の
通
常
国
会
に
法
案

を
提
出
し
、
国
及
び
地
方
の
恒
久
財

源
を
確
保
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
待

機
児
童
解
消
対
策
等
一
部
保
育
サ
ー

ビ
ス
は
前
倒
し
で
実
施
し
、
平
成
25

年
度
か
ら
本
格
実
施
の
予
定
で
す
。

（
仮
称
）
こ
ど
も
園
と
は

何
か

保
育
に
か
け
る
要
件
を
撤
廃
し

新
た
な
指
針
に
基
づ
き
、
幼
児
教
育

と
保
育
を
共
に
提
供
す
る
施
設
で
す
。

保
育
所
の
最
低
基
準
の

見
直
し
は

児
童
数
に
対
す
る
保
育
士
数
や

保
育
面
積
等
を
定
め
て
い
る
、
児
童

福
祉
施
設
最
低
基
準
は
、
新
シ
ス
テ

ム
で
見
直
さ
れ
る
か
、
現
時
点
で
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地
方
条
例
化
に
つ
い
て

市
独
自
の
条
例
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

包
括
交
付
金
と
は
何
か

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
の
国
庫

補
助
負
担
金
と
労
使
拠
出
の
財
源
を

一
本
化
し
、
（
仮
称
）
子
ど
も
・
子

育
て
包
括
交
付
金
を
導
入
す
る
も
の

で
、
市
町
村
は
特
別
会
計
を
設
け
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス

が
行
え
る
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
営
化
や
民
間
委
託
の

考
え
は

現
在
、
公
立
保
育
園
の
民
営
化

や
民
間
委
託
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

保
育
料
に
つ
い
て

園
側
の
承
諾
の
下
同
席
の
面
談

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
保
育
料
を
納

め
て
お
ら
れ
な
い
方
の
多
く
は
、
経

済
的
問
題
や
子
育
て
に
関
す
る
問
題

を
抱
え
て
あ
り
ま
す
。
問
題
の
対
応

を
一
緒
に
考
え
、
保
護
者
と
の
相
互

理
解
や
信
頼
関
係
を

深
め
、
保
育
料
の
納

付
理
解
を
求
め
る
目

的
で
す
。
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①
国
保
法
改
正
の
概
要
に
つ
い
て

②
国
保
広
域
化
政
策
に
つ
い
て

今
回
の
国
保
法
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を
都

道
府
県
に
よ
る
広
域
化
の
た
め
の
方
針
の
策
定
と
財
政

基
盤
の
強
化
（
徴
収
の
強
化
）
が
目
的
で
す
。
財
政
計

画
・
徴
収
率
向
上
計
画
等
を
本
年
12
月
ま
で
に
策
定
し

県
に
提
出
し
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
将
来
な
く
す
方
針
で
、

保
険
料
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
は
財
政
難
の
た
め
、

国
保
特
会
へ
の
繰
り
入
れ
の
増
額
は
無
理
な

の
で
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

1984
年
ま
で
国
は
総
医
療
費
の
45
％
を
国
庫
負
担
と
し

て
自
治
体
へ
支
給
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
医
療
給
付

費
の
50
％
に
変
更
。
国
保
は
医
療
費
の
３
割
が
自
己

負
担
、
７
割
が
国
保
の
給
付
。

そ
の
50
％
だ
か
ら
国
庫
負
担

は
総
医
療
費
の
35
％
に
な
る

（
実
際
は
高
額
医
療
給
付
が

あ
る
の
で
38.5
％
が
国
庫
負
担
）

残
り
が
国
保
税
。

医
療
費
の
３
割
と
給
付
費

の
６
割
を
負
担
し
て
い
る
国

保
、
高
す
ぎ
る
国
保
負
担
。

９
月
議
会

５９６ - ５４１７

①フォレストシティー春日開発に伴う、

市の境界変更及び財産性分の協議

②財産の取得 月の浦と隣接する牛頸の山林72,731㎡を

１億1,200万円で取得

（牛頸釜跡群の緑地保全と乱開発防止の為）

③平成22年度 一般会計補正予算8,762万円（豪雨災害復旧費・

大野東中学校大規模工事・設計監理委託費など）

④平成22年度 国民健康保険特別会計補正予算…2,387万円

⑤平成22年度 介護保険特別会計補正予算………943万円

⑥平成21年度 一般会計決算認定（１８：３で可決）

⑦平成21年度 後期高齢者医療特別会計決算認定

（２０：１で可決）

⑧その他・国保・老人保健・介護保険・水道事業・下水道事業

の決算も可決

⑨選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提出に

関する請願書

総務市民委員会では賛成４・反対３で採択

本会議では賛成１２・反対９で可決された

平成22年9月議会報告
採択された主な議案

国
民
健
康
保
険
税
が
高
す
ぎ
る
理
由

松下の反対討論は裏面へ！


